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本自動車会議所は6月28日、東京・港区の日
本自動車会館「くるまプラザ」会議室で、平

成30年度第1回特別委員会（委員長＝和迩健二・日
本自動車工業会常務理事）を開催した。今年度の特
別員会は、中期的なクルマユーザーや業界人材の確
保に向け、重点テーマとして引き続き「クルマ好き
を育む活動」を強化していくこととしている。
　今回の委員会は、和迩委員長からの挨拶に続いて、
事務局より、これまでの活動の経緯と今後の取り組
み案について説明が行われた。
　審議では、会議所ホームページ（以下：HP）に
掲載する自動車関連イベントへのアクセス拡大に向
けて各団体・支部より事前情報提供をいただくため
の具体策、また、今秋開催予定の東京モーターフェ
ス2018や、地域・支部レベルのイベントの集客強化
の具体策について検討を進めることが承認された。
　この他、会議所と会員間の情報共有を進めること
を目的に、会員向け専用サイトを導入することもあ
わせて承認された。
１．和迩委員長挨拶骨子
　会議所は、自動車産業の人材確保、クルマ好きを
育む活動を重点に取り組み、昨年８月に会議所の
HPをリニューアルし、自動車関連のイベント・行
事などの情報提供を開始している。
　昨年10月開催の東京モーターショーは、「クルマ」
への関心を高めるまたとない機会であるとして、特
別委員会として動員活動に対してご協力いただいた

ことに大変感謝している。ネットを活用し、手間を
かけずに既存の情報を一つにまとめ、業界一体とな
ってクルマ好きを増やしてくことが、自動車産業の
発展に寄与していくと考えている。
　本日は、あらためて会議所HPの目的や委員会活
動の経緯を理解したうえで、委員からも各団体の実
情を伺いながら、今後の課題や活動の進め方につい
て議論を進めていきたい。
２．これまでの活動の経緯（事務局説明）
１）当会議所HPでのイベント情報掲載
　平成28年（2016年）、当会議所はクルマ好きを育
むイベントや、自動車産業の関連情報の発信元など
を調査した。この結果、情報源は限られていたもの
の、全国で年間約600件もの関連イベントが開催さ
れており、この中には、団体が主催する若者向けイ
ベントも数多く含まれていることが分かった。
　こうしたイベント情報を共有するため、当会議所
はHPの改訂に着手し、平成29年８月、HP内のポー
タルサイト「クルマの情報館」において情報発信を
開始し、イベント検索機能も持たせた。
◇掲載している新着情報の分類は次の通り。
⑴　タブ（４種）
　１．イベント・行事
　２．自動車産業インフォメーション
　３．会議所ニュース
　４．会員研修会
⑵　カテゴリー（９種）

第１回 特別委員会開催 

今後の会議所ホームページによる
イベント情報発信とクルマ好きを育む活動について審議

日

開会にあたり挨拶に立つ和迩委員長
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　１．展示会・講演会
　２．会議・審議会・委員会
　３．白書・意見書・刊行物
　４．交通安全、
　５．社会貢献
　６．キャンペーン・表彰・記念日
　７．人事
　８．会議所ニュース
　９．会員研修会
⑶　検索機能
　１．開催日
　２．開催場所（都道府県名、全国、海外）
　３．キーワード（会場名、団体名、タイトル名等）
　４．対象者（キッズ・小学生、中高生、大学・専
門学校、一般、自動車業界）

　昨年８月の掲載開始から本年５月までの掲載件数
（累計）は合計1,324となった。この間、HPへのア
クセス数（月別）は、昨年８月には4,390だったが、
本年５月には11,297となり、１万を超えるようにな
ってきた。＝グラフ１＝
　イベント（主に開催案内）の掲載件数は、全体の
２割強であるが、イベントへのアクセス数は全体の
約７割となっており、イベントの閲覧が多い結果と
なっている。
　カテゴリー別の掲載件数では、掲載の多い順に、
キャンペーン・表彰・記念日660、イベント・行事
313、社会貢献241、白書・意見書・刊行物218、展
示会・講演会202、会議・審議会・委員会183、会議
所ニュース63、会員研修会14となっている。

　対象者別の掲載件数は、キッズ・小学生177、中・
高校生123、大学・専門学校228となった。
◇以下の掲載件数・アクセス数は表１～３を参照
　表１　団体・業種別掲載件数（15位まで）
　表２　開催地別掲載件数（同上）
　表３　新着情報別アクセス数（10位まで）
２）東京モーターショーについて
　昨年は自動車産業の最大イベント「東京モーター
ショー（以下：TMS）」が開催されたため、業界
団体で広く紹介する活動を展開した。自工会から
TMSのバナー提供を受け、21団体のHPにバナーを
リンクすることができた。また、団体が発行する機
関誌等へ最新の開催概要を掲載し、TMS来場者動
員に取り組んだ。
３）親子キッズエンジニア－効果的イベント集客の
取り組みの紹介

　クルマ好きを育む活動の一環として、今年３月28
日、自動車会館運営委員会と自動車技術会が共催し、
小学生向け「第１回親子キッズエンジニア」をくる
まプラザで開催した。来場したキッズは330名で、
事前予約プログラムが受付初日で満員となる盛況と
なった。
　今回、新たな取り組みとして外部のキッズ向けイ
ベント紹介サイトに開催案内を掲載した。その結果、
母親達がSNSを通じて開催情報を拡散し、参加者の
半数が東京以外の近県からの来場者となるなど、費
用もかからない効果的な集客方法であった。
　当委員団体に対して、事前にイベント集客の課題
を調査したところ、「認知不足」、「来場者の減少」「募
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集方法」などに苦慮していることがわかった。今後、
当委員会では、親子キッズエンジニアで実施した効
果的な集客方法を、会員・支部で共有できるよう検
討を進める。
４）東京都人材戦略マネジメント支援事業
　東京に拠点を持つ事業所を対象に経営者セミナ
ー、特別講座、個別コンサルティングを無料で受け
られる。今後も当会議所は公的人材支援事業の情報
を提供していく。
３．委員会審議
　事務局からの提案に基づき、以下の通り承認され
た。
⑴　「クルマの情報館」アクセス数の拡大（今後事
務局が具体策を提案する）
・イベント開催の事前情報の掲載を増やすため、
　①当委員団体、会員団体へ情報提供を要請する。
　②あわせて支部イベントの情報提供を要請する。
・日本モータースポーツ協会のイベント開催情報を
掲載する。
・委員より「支部活動は３か月毎に情報提供がある
ため入手時点で提供は可能」との発言も踏まえ、
今後、団体の状況に応じて、支部から提供された
情報を新着情報に掲載する。
⑵　イベント集客力の向上（今後事務局が具体策を
提案する）
　①「東京モーターフェス2018」の開催概要の決定
次第、集客・動員活動を開始する。会員・団体
支部に対して、HPへのバナー・開催案内など
の掲載を要請する。

　②地域・支部レベルのイベント支援に向けて、地

域での人気情報発信ポータルサイトの調査、活
用事例の紹介などを行う。

⑶　会員向け専用サイト（会員との情報共有システ
ム）の導入・当委員会からテスト運用の開始

（当面の共有対象となる情報）
　①委員会などの開催案内と出欠の確認
　②会議所から関連する最新情報の提供
　③人事異動情報
　④総会日程
　⑤団体主催・共催イベントなどの情報
　⑥会員アンケート調査の回答


